作家作品研究（イギリス文学）B
キリスト教の夫婦愛と古典の恋愛
1. ミルトン：罪を犯した妻エバの独白
死ねば私はこの世からいなくなる。そしたら、
（1）アダムは別なイーヴと夫婦になって楽しく一緒に暮らすに
違いない、―この私が死んでいるというのに!　おお、考えた
だけでも死ぬ思いだ!　そうだ、私の決心はついた、幸不幸いずれに
せよ、アダムには私と一緒に暮らして貰おう。私は彼を深く愛して
いる、 （2）だから一緒ならどんな死にも堪えられる。しかし一緒で
なければ、たとえ生きていても生きていることにはならない!
『失楽園』(1674年)9巻827-833行
(1)このような感情を英語で何と呼ぶか。またこのような感情を強く抱く引き金はどこにあるのか。


嫉妬：①feeling angry or unhappy because somebody you like or love is showing interest in somebody else　②jealous (of somebody/something) feeling angry or unhappy because you wish you had something that somebody else has
夫婦においては嫉妬がむしろ強くなる。なぜなら夫婦関係には一夫一妻という契約から生じる自己所有・占有という観念があるから。
(2)ここでいわれていることは、「夫婦の絆」であるが、これは「男性」と対比されるときの「女性」に特徴的な考え方といえるだろうか。


一方の運命が変われば、それに応じて自分の運命も変わっていく。他方も共有しなくてならないほどの強いものになっている。しかし理性の枠内での計算から導き出される論理的な想い。女性は感情的（パトス的）といわれるが、ミルトンはきわめて論理的（ロゴス的）に描いている。

2. ホラティウス：惚れた男が女に対して抱く気持ち
(男)　このぼくをいま捉えているのは、トラーキア生まれの、甘き調べに通じ、琴に巧みなクロエー、（1）もし運命がかのいとしい女を生かしておいてくれるなら、ぼくはあの女のために死ぬのも恐れまい。
(女)　あたしを恋い恋わるる炎に灼くのは、トゥーリオイ[淫乱で著名な地]の人オルニュトスの息子カライス、もし運命があの人を生かしておいてくれるなら、あたしはあの人のために平気で二度でも死にましょう。
(男)　もしもふるき恋が戻ってきて、離れた僕ら二人を銅の軛に縛るなら、もしも黄金
なす髪のクロエーが捨てられて、かえりみられなかったリユーディアに戸口が開くなら、なんとする?
(女)　いくらあの人が星より美しく、あなたがコルクより浮気、制しがたきハドリアの海より怒りっぽくても、（2）あなたといっしょに生きていたいし、あなたと悦んで死にたいわ。
『歌章』（23BC）第9歌5-24行

(1)相手のために死んでも構わないというここのホラティウスの発言は、『失楽園』のエバの発言とは180度異なっている。相手の対する愛情の何が異なっているためホラティウスの発言は出てくるのか。自己満足という観点から述べなさい。

強度：
愛には強度がなくてはならない。限られた生の期間のうちに多感に愛を消費することが好ましい。強度が強いほど、その愛情によって満たされる自己満足度が高くなる。

(2) ここでいわれていることは、「夫婦の絆」には見られない男女関係があると考えられる。これは「女性的」といえるだろうか。

信義よりも感性：
人間の恋は著しく変化するのだから、その変化に応じて感情的に振る舞うことが正しい。


大前提: 
(1)男女の習性：①すばらしい相手に独占・占有されたい、②相手を独占・占有したいという願望がある。
一男一女で存立←キリスト教では肯定
(2)男性の習性：一人の女を愛しながら、それに満足できず別な女性への愛も考える。
一男多女で存立←キリスト教では否定

(4) 平穏な情愛（キリスト教）と恋心（古典）
系：結婚は、情熱的に愛しあう人びとのあいだではけっして起こってはならない

3. 夫婦不和の根本原因：fit mateと夫婦になれない
男がせっかくふさわしい配偶者を見出した
と思っても、①その相手がなんらかの不幸か失態をもたらす
ということも多い。こちらが心から望んでいても、②相手の依怙地の
ために結婚できず、しかも自分よりもっとつまらない男のものと
なるということも、或は相手が自分を愛しているのに、その③親達の
反対のために結婚できないということもあろう。時には、これこそ
④願ってもない配偶者だと思う女にめぐり逢っても手遅れで、既に
自分が、見るのも嫌で恥ずかしい、まるで仇のような女と夫婦の
絆に縛られている、ということもあろう。
『失楽園』10巻898-908行
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不和から和解へ、和解から祈りへ
女性の側からの和解
(1)私がどれほど強い愛情と尊敬の念をあなたに
対して抱いているかを!　そしてまた、(2)私が不幸にも偏されて
不用意に罪を犯してしまったことを!　私は今1人の哀願者
として、ひたすらあなたの情にすがり、あなたの膝を抱いて
お願いします。どうか、(3)私の生命の糧であるあなたの優しい
顔を、援助の手を、この苦しい悩みに際しての忠告を、私の
ただ一つの力と支えとを、私から取り去らないで下さい。
…………………………………………………………
………………………………………………………或る
(4)簡単な方法に頼ろうではありませんか。『死』をこちらから
探し求めるのです。
『失楽園』10巻915-921, 1000-1002行
(1)相手に対する自分の愛情と尊敬の深さ
(2)自分自身が犯した過ちの原因は、偶然の誤り。同じ立場であればあなたも犯したはずという予想を暗示する。
(3)相手の愛情なしには自分の存在が否定されてしまうことを強調する。
(4)過ちから生じた損害への修復方法の提案。


夫婦を超える存在への祈り
謙虚な気持で自らの
罪咎を告白して許しを乞い、いささかも偽りのない
悲しみと柔和な謙遜のしるしとして、悔いた心からほとばしり
出る二人の涙で地面をうるおし、二人の溜息でそのあたり
一帯の空気をみたす
『失楽園』10巻1087-91行
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